
桑名市の認知症に対する取組について

平成２７年６月１１日
桑名市中央地域包括支援センター

ゆめ はまちゃん



桑名市の「認知症施策推進事業」

認知症ケアに関する
地域住民に対する普及啓発

○ 「認知症市民公開講座」の開催
○ 「オレンジカフェ」（仮称）の開催
○ 「介護・医療連携推進会議」
又は「運営推進会議」の活用

認知症ケアに関する
地域資源の「見える化」

○ 地域で標準的な認知症ケアの流れを
日常生活圏域ごとに明らかにする
「桑名市認知症ケアパス」（仮称）の
公表

認知症ケアに関する
医療・介護専門職に対する研修

○ 「認知症専門職講演会」の開催
○ 「認知症ケア多職種協働研修会」
（仮称）の開催

医療・介護専門職地域住民

桑名市

「桑名市
在宅医療・介護連携
支援センター」（仮称）

桑名市
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桑名市総合医療センター
「もの忘れ外来」（仮称）

認知症疾患医療センター

三重大学医学部付属病院
認知症センター

「もの忘れ相談医」（仮称）

「認知症地域支援
推進員」の配置

「認知症初期集中
支援チーム」の設置
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○ 「桑名市認知症ケア地域連携調整会議」
（仮称）の開催

認知症ケアに関する地域連携
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○ 平成２６年９月以降、順次、桑名市地域包括支援センターに
「認知症地域支援推進員」を配置。

○ 認知症について、

① 危機の発生を前提とする「事後的な対応」から

② 危機の発生を防止する「事前的な対応」へ

の構造的な転換を実現するため、

認知症施策を推進する体制を整備することは、重要。

「認知症地域支援推進員」

中央地域包括支援センター 主任介護支援専門員（保健師）

北部東地域包括支援センター 主任介護支援専門員（社会福祉士）

西部地域包括支援センター 主任介護支援専門員
（看護師・社会福祉士）

南部地域包括支援センター 主任介護支援専門員
（看護師・社会福祉士）

中央地域包括支援センター 保健師
（研修受講順）

認知症地域支援推進員の配置



認知症ケアパスの作成（１）

○ 認知症ケアパス

認知症の状態に応じてどのようなサービスを利用することが可能であるかについて、
地域資源の「見える化」を図るもの。

平成２６年１２月以降、認知症地域支援推進員を中心とした
地域包括支援センターの職員で構成された「認知症ケアパス
ワーキングチーム」を立ち上げ、作成を進めた

ワーキングチームによるケアパス作成の様子



認知症ケアパスの作成（２）

認知症ケアパスの一環として、「認知症サポート医養成研修」又は「かかりつけ医
認知症対応力向上研修」を修了した医師など、認知症に関する相談に対応する医
師（「もの忘れ相談医」）についてのリストもあわせて作成
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○ 平成２７年４月１日に、各地域包括支援センター（中央除く）５カ所に設置。
・チーム員：各地域包括支援センターの保健専門職１名、福祉専門職１名

および桑名医師会から推薦された嘱託医１名の計３名
・訪問支援対象者の把握 ：桑名市日常生活圏域ニーズ調査「いきいき・くわな」に基づく

データを活用し、医療サービス、介護サービスを受けて
いない方で支援が必要な方を発掘する。

・情報収集及び観察・評価 ：本人、家族の状況等の情報収集およびＤＡＳＫ等を用いた、
アセスメントを行う。

・チーム員会議の開催 ：各地域包括支援センターのチーム員及び嘱託医で行う。
・引き継ぎ後のモニタリング：医療機関、介護サービスにつながった後の様子を確認する。

○ 認知症について、

① 危機の発生を前提とする「事後的な対応」から

② 危機の発生を防止する「事前的な対応」へ

の構造的な転換を実現するため、

認知症施策を推進する体制を整備することは、重要。

認知症初期集中支援チームの設置



オレンジカフェ（認知症カフェ）

認知症カフェ

認知症の方やご家族、地域住民、専門職等

の誰もが参加でき、集う場

○ 平成２７年度より
各地域包括支援センター（５カ所）において、
桑名市と一体となって認知症カフェに
相当する「オレンジカフェ」を開催。
○ 開催場所は、各圏域の事業所の
空スペースや寺など。

○ 年間29回開催予定



オレンジカフェ（認知症カフェ）


